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令和４年４月２４日第第11回回
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議議会会報報告告会会、、開開催催ししまますす！！
新型コロナウイルスから区民の皆様の命や生活を守る予算の審査。
地域・経済活性化や災害対策など、4つの特別委員会での議論。
令和3年度における区議会の内容を議員自らお伝えします。

日時 55月月1111日日（（水水））1188時時3300分分～～1199時時3300分分
会場 板板橋橋区区役役所所1111階階 第第一一委委員員会会室室 参加費 無無料料
【申込方法】 会場参加をご希望の方は、5月10日（火）までに、
区議会事務局まで電話またはメールにてお申込みください。
【電話】3579－2703（午前9時から午後5時まで。土日祝日を除く。）
【メール】 gikai@city.itabashi.tokyo.jp 【定員】50名（申込順）

インターネット中継も実施します。
今後の感染状況により、会場での開催を中止し、
インターネット中継のみとさせていただく場合があります。
詳しくは、ホームページをご覧ください。

令和4年第1回定例会（2月15日～3月24日）

令和4年度一般会計予算及び4特別会計予算を可決
●第1回定例会では、区政の各分野における課題について、6名の議員が一般質問
を行い、区長などに報告や説明を求めました（要旨を7～8面に掲載）。
●令和4年度予算や令和3年度補正予算（第10号）など区長提出議案37件を可決し、
議員提出議案2件を否決しました。また、請願は1件を不採択、陳情は1件を採
択、18件を不採択とし、その他は継続審査としました（審議結果及び補正予算に
対する総括質問の要旨は6面に掲載）。
●区長から提出された教育委員の選任に同意しました。

令和4年度予算の審議状況

▼本会議2日目（3月2日）に令和4年度予算案が提出され、区長から施政方針
の説明を受けました。これを受け、本会議3日目（3月7日）に、各会派が区
長の施政方針に対する代表質問を行いました（要旨は2～3面に掲載）。

▼区議会では、全議員で構成する「予算審査特別委員会」において、のべ5日間に
わたり集中的に審議を行いました（予算に対する総括質問の要旨は4面に掲載）。

▼本会議最終日（3月24日）に、予算審査特別委員長が審査結果を報告し、各会
派による討論を経て、賛成多数で可決しました（討論の要旨は5面に掲載）。

令和4年第1回臨時会（1月17日）
●区長から提出された令和3年度一般会計補正予算（第9号）を可決しました。

板橋区は、昭和60年1月に板橋区平和都市宣言を行い、核兵器の廃絶を全世界に訴え、
平和都市となることを宣言しています。
今般、ロシア軍がウクライナを侵略し、一般市民を含む多数の犠牲者を出していることは、
世界の秩序と安全を脅かし、恒久平和を願う人々の思いを踏みにじる暴挙であります。
加えて、核兵器の使用さえも示唆したことは、広島・長崎の惨禍を絶対に繰り返さない
ことを誓った板橋区平和都市宣言の精神からも、断じて許すことはできません。

板橋区は、ロシアによるウクライナ侵略を強い憤りをもって非難するとともに、一刻も
早い軍の撤退と、事態の平和的な解決を図るよう強く求めます。
また、日本政府においては、ウクライナの平和を一日も早く取り戻すため、国際社会と
の緊密な連携を行うことを求めるとともに、板橋区も率先して、できる限りのウクライ
ナ支援に取り組んでまいります。

令和4年3月18日
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施政方針に対する
代表質問（要旨）

令和4年度予算に対する
総括質問・討論（要旨）

令和3年度補正予算に
対する総括質問（要旨）

議案、請願・陳情の
審議結果

一般質問（要旨）
区政全般に対して
行われた質問を紹介

議会トピックス

代表
質問

一般
質問

板橋区議会議長と板橋区長は、連名で「ロシア連邦によるウクライナ侵略に対する声明」を発表しました

インターネットでも
視聴できます



自民党

山田貴之

子ども家庭総合支援センター

公明党

田中いさお

コ
ロ
ナ
禍
の
区
政
経
営
を
問
う

【
質

問
】
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を

ど
の
よ
う
に
見
込
み
、
行
政
計
画

を
遂
行
し
て
い
く
の
か
。

【
区

長
】
事
業
の
中
止
な
ど
に

よ
り
行
政
計
画
の
進
捗
に
影
響
が

出
て
い
る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
や
代
替
事
業
の
工

夫
な
ど
に
よ
り
、
一
定
の
成
果
向

上
に
努
め
て
い
る
。
引
き
続
き
柔

軟
に
対
応
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
を
図
っ
て
い
く
。

【
質

問
】
業
務
を
進
め
る
う
え

で
、
事
前
の
リ
ス
ク
の
抽
出
や
把

握
が
重
要
と
考
え
る
。
見
解
は
。

【
区

長
】
各
課
で
特
に
重
要
と

判
断
し
た
3
〜
5
件
の
リ
ス
ク
を

選
定
し
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
リ
ス
ク
に
対
す
る
整
備
状

況
や
運
用
状
況
を
自
己
確
認
・
自

己
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
リ
ス

ク
の
軽
減
に
つ
な
げ
て
い
く
。

【
質

問
】
業
務
を
抱
え
る
担
当

部
署
の
み
が
リ
ス
ク
管
理
を
す
る

の
で
は
な
く
、
庁
内
業
務
の
リ
ス

ク
を
一
元
的
に
統
括
す
る
担
当
課

が
重
要
と
考
え
る
。
取
組
状
況
は
。

【
区

長
】
経
営
改
革
推
進
課
で

全
庁
的
な
リ
ス
ク
を
集
約
し
、
独

立
的
評
価
も
行
う
こ
と
に
よ
り
、

リ
ス
ク
の
分
析
や
良
い
取
組
事
例

の
共
有
化
を
図
る
こ
と
で
、
全
庁

的
な
リ
ス
ク
の
軽
減
や
業
務
改
善

に
つ
な
げ
て
い
く
。

財
政
運
営
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
予
算
編
成
過
程
に
お

い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
不
確
実
性
を

ど
の
よ
う
に
見
込
み
、
安
定
し
た

財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

【
区

長
】
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
が

見
通
せ
な
い
不
確
実
な
状
況
に
お

い
て
も
、
感
染
症
対
策
な
ど
を
含

め
、
財
政
調
整
基
金
な
ど
の
財
源

を
確
保
し
、
今
後
の
財
政
運
営
に

万
全
を
尽
く
し
て
い
く
。

【
質

問
】
都
心
部
に
は
多
く
の

行
政
需
要
が
あ
り
、
国
に
よ
る
不

合
理
な
税
源
の
偏
在
是
正
措
置
は

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
を
招

く
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
は
。

【
区

長
】
区
の
貴
重
な
財
源
が

収
奪
さ
れ
、
将
来
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
た

め
、
特
別
区
長
会
と
と
も
に
、
不

合
理
な
税
制
改
正
の
早
期
の
見
直

し
を
求
め
て
い
く
。

【
質

問
】
児
童
相
談
所
関
連
経

費
と
し
て
、
都
区
財
政
調
整
交
付

金
の
配
分
割
合
の
変
更
を
引
き
出

し
た
点
は
成
果
だ
が
、
納
得
で
き

る
結
果
で
は
な
い
。
4
年
度
の
都

区
協
議
に
向
け
た
区
の
姿
勢
は
。

【
区

長
】
現
行
の
財
政
調
整
交

付
金
の
算
定
で
は
不
十
分
で
あ
り
、

実
態
に
見
合
う
算
定
の
充
実
と
と

も
に
、
配
分
割
合
の
引
上
げ
を
都

に
強
く
求
め
て
い
く
。

自
立
支
援
の
強
化
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
生
活
保
護
受
給
者
の

働
く
意
欲
が
削
が
れ
な
い
よ
う
、

伴
走
型
の
自
立
支
援
が
必
要
と
考

え
る
。
区
の
見
解
は
。

【
区

長
】
就
労
支
援
相
談
員
と

連
携
し
た
就
労
意
欲
の
喚
起
、
委

託
事
業
に
よ
る
就
労
準
備
支
援
や

無
料
職
業
紹
介
な
ど
、
き
め
細
か

く
対
応
す
る
こ
と
で
、
一
定
の
成

果
を
あ
げ
て
い
る
。

二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
の

実
現
に
向
け
て

【
質

問
】
予
算
の
裏
付
け
の
あ

る
施
策
を
基
に
し
て
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
目
標
を
定
め
、
二
酸

化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
へ
の
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
す
べ
き
。

【
区

長
】
区
の
事
務
事
業
に
伴

う
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
2

0
2
5
年
度
に
2
0
1
3
年
度
比

で
36
％
削
減
す
る
た
め
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
100
％
電
力
の
導
入

を
拡
大
す
る
な
ど
、
脱
炭
素
化
の

動
き
を
加
速
し
て
い
く
。

行
政
手
続
き
の
Ｄ
Ｘ
推
進
を

【
質

問
】
区
民
の
利
便
性
向
上

の
た
め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活

用
し
た
行
政
手
続
き
を
推
進
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

【
区

長
】
紙
媒
体
に
よ
る
書
類

の
提
出
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の

支
障
と
な
る
部
分
を
区
民
目
線
で

見
直
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ

り
完
結
す
る
手
続
き
を
着
実
に
増

や
し
て
い
く
。

絵
本
の
ま
ち
板
橋
の
推
進
を

【
質

問
】
中
央
図
書
館
と
一
体

的
に
整
備
さ
れ
た
平
和
公
園
に
お

い
て
、
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
絵
本
文
化

を
大
切
に
育
て
て
い
く
べ
き
。

【
区

長
】
区
主
催
イ
ベ
ン
ト
の

ほ
か
、
地
域
ま
つ
り
な
ど
に
絵
本

を
活
用
し
た
協
力
も
行
っ
て
い
る
。

絵
本
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
方
が
喜

び
を
感
じ
、
結
び
つ
き
を
深
め
、

そ
れ
が
区
内
外
・
国
内
外
に
広
が

っ
て
い
く
よ
う
、
様
々
な
取
組
み

を
検
討
し
、
実
施
し
て
い
く
。

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
地
域
の
人
材
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
切
れ
目
の

な
い
支
援
体
制
の
整
備
状
況
は
。

【
区

長
】
3
年
度
か
ら
「
要
保

護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」
の
実

務
者
会
議
を
中
学
校
区
域
ご
と
に

変
更
し
、
関
係
機
関
や
地
域
と
顔

の
見
え
る
相
談
体
制
の
構
築
に
着

手
し
た
。
基
礎
的
自
治
体
で
あ
る

区
が
児
童
相
談
所
を
設
置
す
る
メ

リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
し
、
安

心
・
安
全
に
子
ど
も
た
ち
を
育
て

ら
れ
る
環
境
を
整
え
て
い
く
。

高
齢
者
へ
の
施
策
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
従
来
の
高
齢
者
電
話

訪
問
に
よ
る
見
守
り
は
、
早
期
の

支
援
介
入
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
脳
の
活
性
化
に
有
効
。

認
知
症
高
齢
者
の
早
期
支
援
に
つ

い
て
、
区
の
状
況
及
び
方
針
は
。

【
区

長
】
脳
力
ア
ッ
プ
教
室
な

ど
の
認
知
症
予
防
事
業
や
物
忘
れ

相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
新
た

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
な
ど
も
取
り
入

れ
、
と
も
に
支
え
合
う
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
。

【
質

問
】
医
療
・
健
診
・
介
護

の
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
高
齢
者
の

個
別
最
適
で
横
断
的
な
支
援
策
の

仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
す
べ
き
。

【
区

長
】
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
活
用
し
、
課
題
が
あ
る
高
齢
者

を
必
要
な
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
げ
て
い
く
取
組
み
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。
引
き
続
き
、
関

係
機
関
の
最
適
な
連
携
体
制
構
築

の
検
討
を
深
め
て
い
く
。

【
質

問
】
介
護
予
防
は
日
常
的

に
無
理
な
く
気
軽
に
続
け
て
い
く

こ
と
が
重
要
。
介
護
予
防
事
業
の

実
施
場
所
に
つ
い
て
伺
う
。

【
区

長
】
4
年
4
月
か
ら
開
始

す
る
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
活
動
推
進
団

体
支
援
事
業
」
で
は
、
登
録
団
体

が
一
般
開
放
後
の
区
内
す
べ
て
の

区
民
集
会
所
を
無
料
利
用
で
き
る

な
ど
、
よ
り
身
近
な
地
域
で
活
動

を
行
え
る
よ
う
、
支
援
の
充
実
を

図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
ひ
き
こ
も
り
経
験
者

と
の
会
話
な
ど
、
効
果
が
あ
っ
た

事
例
を
支
援
メ
ニ
ュ
ー
と
す
べ
き
。

【
区

長
】
先
進
事
例
の
取
組
み

な
ど
を
研
究
し
、
支
援
メ
ニ
ュ
ー

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

障
が
い
者
手
帳
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
愛
の
手
帳
の
交
付
は

居
住
地
所
管
の
福
祉
事
務
所
だ
が
、

希
望
者
だ
け
で
も
最
寄
り
の
福
祉

事
務
所
に
変
更
で
き
る
よ
う
、
柔

軟
な
運
用
を
す
べ
き
。

【
区

長
】
手
帳
交
付
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
後
の
個
別
支
援
を
責
任

を
持
っ
て
担
っ
て
い
く
た
め
、
現

状
の
案
内
と
し
て
い
る
。
交
付
の

あ
り
方
な
ど
、
利
用
者
の
利
便
性

を
考
慮
し
た
運
用
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
を
問
う

【
質

問
】
普
及
に
向
け
た
目
標

と
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率
を
付
加
し
て

発
行
す
る
際
の
規
律
は
。

【
区

長
】
商
店
街
振
興
組
合
連

合
会
と
連
携
し
、
ま
ず
は
区
内
共

通
商
品
券
の
利
用
可
能
店
舗
数
1

千
600
店
を
め
ざ
す
。
プ
レ
ミ
ア
ム

率
の
付
加
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
紙
の
商
品
券
と
同
様
に
、
時

勢
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
を

【
質

問
】
通
学
路
は
特
に
優
先

順
位
が
高
い
た
め
、
補
助
金
の
増

額
な
ど
撤
去
に
向
け
た
政
策
誘
導

が
重
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

【
区

長
】
現
在
の
除
却
助
成
制

度
は
、
区
内
全
域
が
対
象
で
あ
り
、

他
区
と
比
べ
て
も
助
成
額
は
十
分

と
考
え
て
い
る
が
、
敷
地
規
模
が

大
き
い
な
ど
、
費
用
が
多
額
と
な

る
特
殊
事
例
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
今
後
研
究
し
て
い
く
。

志
村
小
・
志
村
四
中
の
改
築
に
つ

い
て
問
う

【
質

問
】
小
中
一
貫
型
学
校
の

設
置
検
討
会
な
ど
の
内
容
に
つ
い

て
、
一
人
一
台
端
末
な
ど
を
活
用

し
、
情
報
提
供
を
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
3
年
12
月
に
一
人
一

台
端
末
を
活
用
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
、
約
900
件
の
意
見
を

い
た
だ
い
た
。
今
後
も
、
改
築
に

関
す
る
疑
問
と
不
安
を
解
消
で
き

る
よ
う
、
情
報
発
信
に
努
め
る
。

35
人
学
級
編
成
の
実
施
に
伴
う
教

室
確
保
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
あ
い
キ
ッ
ズ
な
ど
教

室
の
多
目
的
利
用
が
進
ん
で
い
る

が
、
35
人
学
級
編
成
に
必
要
な
教

室
数
確
保
の
見
通
し
は
。

【
教
育
長
】
一
部
の
小
学
校
で
は

増
築
工
事
が
必
要
と
考
え
て
い
る

が
、
今
後
、
内
部
改
修
な
ど
に
よ

り
、
す
べ
て
の
小
学
校
で
確
保
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

不
登
校
対
策
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
適
切
な
支
援
に
つ
な

ぐ
た
め
の
相
談
が
早
期
に
行
え
る

よ
う
な
体
制
が
重
要
。
見
解
は
。

【
教
育
長
】
3
年
度
策
定
の
不
登

校
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
段

階
ご
と
の
対
応
を
整
理
し
、
組
織

的
・
計
画
的
な
支
援
に
つ
な
げ
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
欠
席
し
始
め

た
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
は
、
教

職
員
な
ど
が
速
や
か
に
個
別
面
談

を
行
い
、
寄
り
添
っ
た
対
応
を
徹

底
し
て
い
く
。

【
質

問
】
い
じ
め
の
早
期
発
見

の
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

児
童
・
生
徒
に
と
っ
て
利
用
し
や

す
い
相
談
窓
口
を
設
け
る
べ
き
。

【
教
育
長
】
一
人
一
台
端
末
に
、

区
の
相
談
窓
口
や
都
の
い
じ
め
相

談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
な
ど
を
ブ
ッ
ク

マ
ー
ク
登
録
す
る
な
ど
、
相
談
窓

口
の
案
内
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
、
よ
り
相
談
し
や
す
い
窓
口
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

い
く
。

◆
質
問
と
答
弁
は
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
代
表
質
問
の
全
文
（
会
議
録
）
は
、
5
月
下
旬
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
2
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
と
、
各
議
員
が
代
表
質
問
を
し
て
い
る

動
画
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
4
年
4
月
の
開
設
に

あ
た
り
、
人
材
確
保
及
び
職
員
の

ス
キ
ル
向
上
に
向
け
た
方
策
は
。

【
区

長
】
計
画
ど
お
り
採
用
と

人
材
育
成
を
進
め
て
お
り
、
開
設

後
も
有
為
な
人
材
の
確
保
と
育
成

に
努
め
て
い
く
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
表
明
に
つ

い
て
問
う

【
質

問
】
区
は
2
0
5
0
年
ま

で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ

ロ
を
め
ざ
す
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
い

た
ば
し
2
0
5
0
」
を
表
明
し
た
。

地
球
環
境
を
考
え
た
持
続
可
能
な

活
動
の
実
践
を
ど
の
よ
う
に
促
し

て
い
く
の
か
。

【
区

長
】
Ｅ
Ｖ
カ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
事
業
に
取
り
組
む
な
ど
、
新

し
い
行
動
様
式
の
普
及
・
浸
透
に

よ
り
、
区
民
や
事
業
者
に
地
球
環

境
を
考
え
た
持
続
可
能
な
行
動
の

実
践
を
促
し
て
い
く
。

【
質

問
】
3
年
度
に
開
始
し
た

い
た
ば
し
環
境
ア
ク
シ
ョ
ン
ポ
イ

ン
ト
事
業
の
今
後
の
展
開
は
。

【
区

長
】
板
橋
か
た
つ
む
り
運

動
へ
の
参
加
や
省
エ
ネ
診
断
受
診

な
ど
、
ポ
イ
ン
ト
獲
得
メ
ニ
ュ
ー

を
拡
充
し
、
さ
ら
な
る
意
識
改
革
、

行
動
変
容
を
促
し
て
い
く
。

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
を
問
う

【
質

問
】
4
年
6
月
に
導
入
予

定
の
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
シ
ス
テ

ム
の
概
要
は
。

【
区

長
】
利
用
者
が
専
用
ア
プ

リ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
加
盟
店
に
置
か
れ
た

2
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

金
額
を
入
力
し
て
支
払
う
。
店
舗

側
は
コ
ス
ト
を
か
け
る
こ
と
な
く
、

導
入
が
可
能
と
な
る
。

荒
川
河
川
敷
の
水
害
対
策
を
問
う

【
質

問
】
水
害
発
生
時
に
避
難

者
が
新
河
岸
陸
上
競
技
場
に
留
ま

る
こ
と
を
想
定
し
、
最
低
限
の
備

蓄
を
す
べ
き
。

【
区

長
】
指
定
避
難
所
の
よ
う

に
区
民
が
滞
在
す
る
こ
と
を
前
提

に
し
て
お
ら
ず
、
現
在
備
蓄
す
る

予
定
は
な
い
が
、
今
後
、
必
要
性

も
検
討
の
う
え
、
全
体
の
運
用
方

（
3
面
に
続
く
）

代
表
質
問
3月7日
本会議
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共産党

竹内愛

民主クラブ

高沢一基

荒川河川敷と新河岸陸上競技場

（
2
面
か
ら
続
く
）

戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現

を
め
ざ
し
て

【
質

問
】
国
内
外
の
平
和
を
願

う
す
べ
て
の
人
々
と
連
帯
し
、

「
侵
略
戦
争
反
対
」「
ロ
シ
ア
軍

の
撤
退
」
な
ど
の
意
見
を
表
明
す

べ
き
。

【
区

長
】
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
は
、
国
際

社
会
の
平
和
と
秩
序
を
乱
す
行
為

で
あ
り
断
じ
て
容
認
で
き
な
い
が
、

現
時
点
で
は
、
声
明
な
ど
を
発
出

す
る
ま
で
の
考
え
は
な
い
。

予
算
編
成
の
あ
り
方
を
問
う

【
質

問
】
特
別
区
民
税
な
ど
の

増
収
が
3
年
12
月
末
時
点
で
判
明

し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
区
民

負
担
の
軽
減
を
含
め
、
緊
急
財
政

対
策
の
見
直
し
を
な
ぜ
行
わ
な
か

っ
た
の
か
。
見
解
は
。

【
区

長
】
緊
急
財
政
対
策
に
よ

り
、
当
初
予
算
フ
レ
ー
ム
時
の
119

億
円
の
財
源
不
足
額
を
20
億
円
ま

で
に
縮
減
し
た
も
の
で
あ
り
、
方

針
を
見
直
す
状
況
で
は
な
か
っ
た
。

【
質

問
】
生
活
が
厳
し
い
課
税

世
帯
に
対
し
て
も
、
10
万
円
の
給

付
を
実
施
す
る
べ
き
。

【
区

長
】
現
時
点
で
は
、
区
独

自
の
給
付
を
行
う
予
定
は
な
い
が
、

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
か
ら
の
相

談
に
お
い
て
は
、
状
況
を
伺
い
、

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
案
内
す
る
。

【
質

問
】
障
が
い
の
特
性
に
応

じ
た
合
理
的
配
慮
を
調
整
す
る
た

め
の
担
当
者
の
配
置
及
び
採
用
計

画
の
策
定
を
求
め
る
。
見
解
は
。

【
区

長
】
人
事
課
な
ど
の
職
員

を
「
障
害
者
職
業
生
活
相
談
員
」

に
選
任
し
、
合
理
的
配
慮
に
つ
い

て
、
適
切
な
相
談
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
障
が
い
者
活
躍
推
進

計
画
に
基
づ
き
採
用
を
行
っ
て
い

る
が
、
さ
ら
な
る
雇
用
の
促
進
に

向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

命
を
守
る
コ
ロ
ナ
対
策
を
求
め
て

【
質

問
】
保
健
所
の
業
務
が
ひ

っ
迫
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

な
ぜ
感
染
症
対
策
を
担
う
保
健
師

を
増
員
し
な
い
の
か
。
見
解
は
。

【
区

長
】
一
時
的
に
他
の
職
種

で
対
応
可
能
な
業
務
は
、
職
種
の

振
替
を
行
い
、
限
ら
れ
た
保
健
師

を
感
染
症
対
策
に
割
り
当
て
る
こ

と
で
増
員
し
業
務
を
行
っ
て
い
く
。

【
質

問
】
感
染
を
広
げ
な
い
対

策
と
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
無
症
状

の
方
へ
も
拡
充
す
べ
き
。

【
区

長
】
無
症
状
者
に
対
す
る

定
期
的
な
検
査
が
感
染
拡
大
防
止

に
有
効
か
ど
う
か
の
判
断
は
国
か

ら
示
さ
れ
て
い
な
い
。「
み
な
し

陽
性
」
の
解
消
が
進
む
よ
う
、
引

き
続
き
必
要
な
方
が
検
査
を
受
け

ら
れ
る
体
制
の
支
援
に
努
め
る
。

差
別
を
な
く
し
、
人
権
を
守
る
砦

と
し
て
の
役
割
の
発
揮
を
求
め
て

【
質

問
】
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
に
と
ど
ま
ら
ず
、
子
ど
も
を

含
め
た
家
族
関
係
を
証
明
す
る

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」
の

導
入
を
検
討
す
べ
き
。

【
区

長
】
都
が
4
年
2
月
に
素

案
を
公
表
し
た
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
宣
誓
制
度
」
の
検
討
状
況
を

見
据
え
つ
つ
、
制
度
の
あ
り
方
を

幅
広
く
考
え
て
い
く
。

【
質

問
】
区
立
福
祉
園
を
民
営

化
し
、
事
業
者
の
負
担
が
増
え
る

こ
と
で
、
運
営
の
水
準
が
維
持
で

き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

改
め
て
、
民
営
化
方
針
の
撤
回
を
。

【
区

長
】
区
の
補
助
を
通
し
て
、

水
準
の
維
持
を
図
る
と
と
も
に
、

区
は
指
導
・
助
言
・
支
援
の
役
割

を
担
う
。
民
営
化
に
よ
る
福
祉
園

の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
と
も
に
、

障
が
い
福
祉
全
体
の
さ
ら
な
る
充

実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
質

問
】
介
護
保
険
給
付
費
準

備
基
金
を
活
用
し
、
今
か
ら
で
も

保
険
料
を
引
き
下
げ
る
べ
き
。

【
区

長
】
後
期
高
齢
者
人
口
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
将
来
の
介
護

給
付
の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
が
、

持
続
可
能
な
制
度
運
営
の
た
め
、

保
険
料
基
準
額
の
引
下
げ
は
困
難
。

納
付
が
困
難
な
方
へ
は
、
納
付
相

談
な
ど
の
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
子
ど
も
家
庭
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
機
に
、
子

ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
と
、
子

ど
も
の
権
利
救
済
や
意
見
を
聞
く

仕
組
み
の
構
築
を
進
め
る
べ
き
。

【
区

長
】
一
時
保
護
所
に
入
所

し
て
い
る
児
童
な
ど
の
声
を
聞
き
、

代
弁
す
る
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
（
意
見

表
明
支
援
員
）
を
4
年
度
か
ら
設

置
す
る
予
定
。
今
後
も
、
子
ど
も

の
権
利
を
保
障
す
る
仕
組
み
づ
く

り
や
周
知
・
啓
発
な
ど
、
様
々
な

手
段
を
検
討
し
、
取
り
組
む
。

す
べ
て
の
子
ど
も
に
教
育
の
保

障
を
求
め
て

【
質

問
】
朝
鮮
学
校
へ
の
授
業

料
無
償
化
の
適
用
を
国
と
都
に
求

め
る
べ
き
。

【
教
育
長
】「
高
等
学
校
等
就
学

支
援
金
制
度
」
は
全
国
一
律
の
制

度
で
あ
り
、
対
象
と
な
る
要
件
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
特
定
の
学
校

を
そ
の
対
象
に
加
え
る
よ
う
求
め

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

【
質

問
】
教
職
員
の
人
的
配
置

と
事
務
削
減
に
最
も
効
果
的
な
の

は
少
人
数
学
級
と
考
え
る
が
、
効

果
と
拡
充
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

【
教
育
長
】
習
熟
度
別
の
学
級
展

開
や
個
別
最
適
な
学
び
の
確
保
の

し
や
す
さ
な
ど
の
効
果
が
あ
る
。

今
後
は
、
少
人
数
学
級
の
良
さ
と
、

様
々
な
グ
ル
ー
プ
学
習
が
可
能
な

適
正
規
模
の
学
級
の
メ
リ
ッ
ト
を

両
立
す
べ
く
、
35
人
学
級
の
導
入

と
あ
わ
せ
て
、
議
論
し
て
い
く
。

気
候
危
機
に
本
気
で
向
き
合
う
こ

と
を
求
め
て

【
質

問
】
4
年
度
に
、
区
役
所

か
ら
排
出
さ
れ
る
ＣＯ2
の
削
減
に
率

先
し
て
取
組
む
と
し
て
い
る
が
、

764
万
7
千
円
の
予
算
で
は
、
ま
っ

た
く
足
り
て
い
な
い
。
ＣＯ2
の
削
減

効
果
予
想
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

【
区

長
】
電
気
自
動
車
の
導
入

な
ど
を
実
施
し
、
約
400
ト
ン
超
の

ＣＯ2
の
排
出
削
減
を
見
込
ん
で
い
る
。

ひ
き
こ
も
り
対
策
を
問
う

【
質

問
】
対
話
を
通
じ
た
精
神

科
医
療
の
手
法
で
あ
る
「
オ
ー
プ

ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」
を
ひ
き
こ
も

り
対
策
に
応
用
し
て
は
。

【
区

長
】
ひ
き
こ
も
り
対
策
に

応
用
す
る
た
め
に
は
、
当
事
者
の

参
加
が
課
題
だ
が
、
対
話
を
意
識

し
て
相
談
支
援
に
努
め
て
い
く
。

不
登
校
の
子
ど
も
へ
学
習
支
援
を

【
質

問
】
フ
レ
ン
ド
セ
ン
タ
ー

の
非
常
勤
職
員
に
も
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
配
備
し
、
不
登
校
の
子
ど

も
へ
の
学
習
支
援
を
強
化
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
フ
レ
ン
ド
セ
ン
タ
ー

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
定
期
的
に
派

遣
し
講
習
を
行
う
こ
と
で
、
既
存

の
環
境
を
活
用
し
な
が
ら
、
学
習

支
援
を
行
え
る
よ
う
取
り
組
む
。

自
殺
対
策
の
推
進
を
問
う

【
質

問
】
国
の
「
い
の
ち
支
え

る
自
殺
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
」
や

専
門
家
な
ど
と
連
携
し
た
対
応
を
。

【
区

長
】
連
携
の
必
要
性
は
認

識
。
専
門
家
は
多
く
な
い
が
、
機

会
が
あ
れ
ば
意
見
を
伺
い
た
い
。

成
年
後
見
制
度
を
問
う

【
質

問
】
制
度
に
加
え
、
権
利

擁
護
い
た
ば
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
存
在
を
周
知
す
る
た
め
、
広

報
・
周
知
事
業
を
拡
充
す
べ
き
。

【
区

長
】
制
度
案
内
だ
け
で
な

く
、
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
様
々
な
機

会
を
捉
え
て
広
く
周
知
し
て
い
く
。

【
質

問
】
成
年
後
見
人
と
し
て
、

弁
護
士
な
ど
の
専
門
職
以
外
で
選

任
さ
れ
る
親
族
後
見
人
や
市
民
後

見
人
へ
の
支
援
強
化
を
。

【
区

長
】
安
心
し
て
後
見
業
務

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
5
年
度
を

め
ど
に
、
支
援
体
制
を
整
備
す
る
。

教
職
員
人
事
権
の
移
譲
を
求
め
て

【
質

問
】
優
秀
な
教
職
員
を
確

保
す
る
た
め
、
都
費
負
担
の
教
職

員
の
人
事
権
を
区
へ
移
譲
す
べ
き
。

区
の
見
解
と
都
と
の
交
渉
状
況
は
。

【
教
育
長
】
移
譲
の
必
要
性
は
認

識
し
て
い
る
。
権
限
移
譲
が
教
育

水
準
の
維
持
向
上
に
つ
な
が
る
か

検
証
し
つ
つ
、
特
別
区
教
育
長
会

を
通
じ
て
、
引
き
続
き
要
望
す
る
。

区
役
所
本
庁
舎
の
省
エ
ネ
化
を

【
質

問
】
利
用
頻
度
が
高
い
場

所
な
ど
に
つ
い
て
、
計
画
的
に
照

明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
る
べ
き
。

【
区

長
】
施
設
全
体
の
交
換
は
、

北
館
の
長
寿
命
化
改
修
時
に
実
施

予
定
。
必
要
に
応
じ
、
先
行
し
て

導
入
す
べ
き
箇
所
が
あ
れ
ば
随
時

検
討
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
取
り
組
む
。

針
を
定
め
て
い
く
。

区
制
施
行
90
周
年
記
念
事
業
に
つ

い
て
問
う

【
質

問
】
花
火
大
会
や
区
民
ま

つ
り
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
記
念

事
業
は
、
感
染
対
策
を
十
分
に
講

じ
な
が
ら
、
区
民
と
と
も
に
お
祝

い
で
き
る
よ
う
に
実
施
を
。

【
区

長
】
感
染
予
防
を
徹
底
し

な
が
ら
最
大
限
の
工
夫
を
凝
ら
し
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
区

民
と
90
周
年
を
祝
い
、
記
念
事
業

の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

教
育
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
担

い
手
を
育
む
教
育
で
あ
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ

（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教

育
）
に
つ
い
て
、
区
の
取
組
み
は
。

【
教
育
長
】
緑
の
カ
ー
テ
ン
づ
く

り
や
節
電
の
取
組
み
な
ど
各
学
校

園
の
実
情
に
応
じ
た
環
境
教
育
を

中
心
と
し
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
一
層
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
。

【
質

問
】
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
り
、
休
校
や
行
事
の
中
止
が

相
次
い
で
い
る
。
ど
の
よ
う
に
教

育
の
機
会
を
確
保
し
て
い
く
か
。

【
教
育
長
】
一
人
一
台
端
末
を
活

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
学
習

支
援
ソ
フ
ト
の
活
用
な
ど
、
様
々

な
工
夫
を
重
ね
て
い
る
。
今
後
も
、

効
果
的
な
取
組
み
な
ど
を
区
立
学

校
で
共
有
し
、
児
童
・
生
徒
の
教

育
機
会
の
確
保
に
尽
力
し
て
い
く
。

【
質

問
】
孤
独
感
を
深
め
、
意

欲
を
な
く
す
な
ど
、
精
神
的
に
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
の

心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
の
取
組
み
は
。

【
教
育
長
】
必
要
に
応
じ
て
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
つ
な
げ
、

実
態
に
応
じ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

【
質

問
】
子
ど
も
た
ち
の
学
び

を
止
め
な
い
観
点
か
ら
、
教
育
現

場
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
が
重

要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

【
教
育
長
】
各
学
校
園
へ
は
、
教

員
が
複
数
人
出
勤
で
き
な
い
状
況

が
発
生
し
、
教
育
活
動
が
継
続
で

き
な
い
場
合
を
想
定
し
た
校
内
体

制
の
確
立
と
対
応
方
針
の
策
定
を

指
示
し
て
い
る
。

小
児
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ

ッ
ト
を
丁
寧
に
わ
か
り
や
す
く
情

報
発
信
す
べ
き
。

【
区

長
】
接
種
を
受
け
る
方
が

医
師
と
し
っ
か
り
話
を
し
て
選
べ

る
よ
う
に
、
区
医
師
会
と
調
整
し

て
い
る
。
新
た
な
知
見
が
国
か
ら

示
さ
れ
た
際
は
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
を
わ
か
り
や
す
く
情
報

発
信
し
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
。

防
災
対
策
を
問
う

【
質

問
】
避
難
所
運
営
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
は
。

【
区

長
】
受
付
時
に
健
康
状
態

を
確
認
し
、
発
熱
な
ど
の
症
状
が

あ
る
方
に
は
、
専
用
ス
ペ
ー
ス
に

誘
導
す
る
な
ど
、
感
染
防
止
策
の

徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

【
質

問
】
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作

成
後
、
10
年
間
改
訂
さ
れ
て
い
な

い
。
早
急
に
見
直
し
を
。

【
区

長
】
現
在
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
の
業
務
を

担
う
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議
を

重
ね
、
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂

に
着
手
し
て
い
る
。

【
質

問
】
大
規
模
地
震
と
台
風

に
よ
る
複
合
災
害
や
、
富
士
山
・

浅
間
山
噴
火
に
よ
る
火
山
灰
の
被

害
想
定
を
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

掲
載
す
べ
き
。

【
区

長
】
今
後
検
討
す
る
基
本

的
な
考
え
方
の
中
で
整
理
し
、
必

要
に
応
じ
て
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
掲
載
し
て
い
く
。

高
校
生
の
医
療
費
無
償
化
の
実
現

を
求
め
て

【
質

問
】
都
が
4
年
度
予
算
に

区
市
町
村
の
シ
ス
テ
ム
改
修
経
費

を
計
上
し
た
。
高
校
生
の
医
療
費

無
償
化
に
向
け
、
区
と
し
て
一
歩

踏
み
込
ん
だ
前
向
き
な
検
討
を
。

【
区

長
】
区
に
十
分
な
説
明
を

行
い
、
理
解
を
得
た
う
え
で
実
施

す
る
よ
う
都
に
働
き
か
け
て
い
る
。

今
後
、
具
体
的
な
協
議
を
踏
ま
え

て
制
度
設
計
に
つ
い
て
の
検
討
を

進
め
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
財
政
状
況
に
つ

い
て
質
問
が
あ
っ
た
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板
橋
防
災
プ
ラ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
問
う

問
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
の
防
災
動

画
の
配
信
を
始
め
た
経
緯
は
。

答
コ
ロ
ナ
禍
で
も
実
施
可
能
な

防
災
へ
の
取
組
み
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
参
加
者
を
広
げ
て
い

く
と
い
う
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
取
組
み
と
し
て
、
開
始
し
た
。

問
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
な

ど
、
防
災
訓
練
に
関
連
し
て
作
成

し
て
い
る
冊
子
な
ど
を
再
度
見
直

し
、
よ
り
区
民
が
理
解
し
や
す
い

形
で
提
供
す
べ
き
。

答
紙
媒
体
と
デ
ジ
タ
ル
媒
体
を

連
携
・
融
合
さ
せ
、
よ
り
わ
か
り

や
す
い
冊
子
や
動
画
の
充
実
を
図

る
こ
と
で
、
防
災
意
識
や
実
効
性

の
向
上
へ
つ
な
げ
て
い
く
。

（
自
民
党
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
に
つ
い
て
問
う

問
児
童
・
生
徒
の
学
習
環
境
が

変
化
す
る
中
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

の
活
用
を
さ
ら
に
推
進
す
べ
き
。

答
4
年
度
は
特
別
支
援
学
級
設

置
校
か
ら
小
・
中
各
1
校
を
選
定

し
、
重
点
的
に
派
遣
す
る
こ
と
に

よ
り
、
特
別
支
援
学
級
へ
の
支
援

の
活
用
事
例
集
を
作
成
す
る
予
定
。

高
島
平
の
ま
ち
づ
く
り
を
問
う

問
高
島
平
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

を
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と
し
て
ど
の
よ

う
に
推
進
し
て
い
く
か
。

答
各
主
体
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
さ
ら
に
深
め
、
高
島
平
地

域
の
持
続
的
な
発
展
に
つ
な
が
る

ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
、

東
京
で
一
番
住
み
た
く
な
る
ま
ち

の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
く
。

予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て
問
う

問
4
年
度
予
算
は
収
入
と
支
出

が
等
し
く
編
成
さ
れ
た
収
支
均
衡

予
算
と
な
っ
て
い
な
い
が
、
区
民

ニ
ー
ズ
を
十
分
に
踏
ま
え
た
予
算

を
編
成
で
き
て
い
る
の
か
。

答
区
民
の
安
心
・
安
全
を
最
優

先
に
、
区
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
予

算
を
重
点
配
分
し
た
。
必
要
な
施

策
を
安
定
的
に
提
供
し
て
い
く
こ

と
が
区
の
使
命
で
あ
り
、
臨
機
応

変
に
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
く
。

問
特
別
区
交
付
金
の
交
付
率
の

現
状
に
つ
い
て
、
区
の
見
解
は
。

答
4
年
度
の
児
童
相
談
所
運
営

経
費
を
踏
ま
え
る
と
、
現
行
の
特

別
区
交
付
金
の
算
定
で
は
不
十
分

で
あ
り
、
実
態
に
見
合
う
算
定
の

充
実
と
と
も
に
、
配
分
割
合
の
引

上
げ
を
都
に
強
く
求
め
て
い
く
。

（
自
民
党
）

大
野
治
彦

内
田
け
ん
い
ち
ろ
う

大
山
の
に
ぎ
わ
い
維
持
に
向
け
て

問
国
の
制
度
を
活
用
し
、
オ
ー

プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど
の
実
施
に
向
け

た
積
極
的
な
支
援
を
す
べ
き
。

答
都
と
連
携
し
な
が
ら
、
必
要

な
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

若
い
世
代
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
て

問
史
跡
公
園
周
辺
の
独
特
な
雰

囲
気
を
持
つ
文
化
財
を
ユ
ニ
ー
ク

ベ
ニ
ュ
ー
と
し
て
活
用
し
て
は
。

答
具
体
的
な
方
法
を
検
討
す
る
。

女
性
の
健
康
と
安
心
を
守
る
た
め

に
包
括
的
性
教
育
の
推
進
を

問
性
の
学
び
と
性
教
育
の
実
践

が
重
要
。
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

答
人
権
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

考
え
も
含
め
た
啓
発
が
で
き
る
よ

う
、
様
々
な
方
法
を
模
索
す
る
。

（
自
民
党
）

（
自
民
党
）

小
野
田
み
か

川
口
雅
敏

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
問
う

問
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
な
勧
奨

の
差
し
控
え
に
よ
り
接
種
機
会
を

逃
し
た
方
に
個
別
通
知
を
発
送
し
、

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
機
会
を

提
供
す
べ
き
。

答
今
後
、
国
か
ら
ワ
ク
チ
ン
供

給
の
見
通
し
な
ど
必
要
な
情
報
が

示
さ
れ
次
第
、
速
や
か
に
対
応
し

て
い
く
。

フ
レ
イ
ル
健
診
の
充
実
を
求
め
て

問
Ｋ
Ｄ
Ｂ
（
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
）
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
よ
り

充
実
し
た
健
診
の
実
施
を
。

答
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
健
診

結
果
や
レ
セ
プ
ト
情
報
を
分
析
し
、

介
護
予
防
事
業
な
ど
に
つ
な
げ
る

こ
と
で
、
健
診
を
活
用
し
た
フ
レ

イ
ル
予
防
の
推
進
を
図
る
。

産
後
健
診
に
つ
い
て
問
う

問
死
産
・
流
産
で
子
ど
も
を
失

っ
た
方
も
産
後
健
診
の
対
象
と
す

る
よ
う
厚
労
省
が
各
自
治
体
に
通

知
を
し
た
が
、
区
の
対
応
は
。

答
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
妊
産

婦
に
寄
り
添
う
き
め
細
か
い
対
応
、

支
援
の
徹
底
を
確
認
し
た
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
推
進
を

問
組
織
横
断
的
な
対
応
が
必
要

だ
が
、
ど
の
よ
う
に
推
進
す
る
か
。

答
「
板
橋
区
版
包
括
的
な
相
談

支
援
体
制
」
の
構
築
に
お
い
て
、

支
援
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

（
公
明
党
）

二
酸
化
炭
素
排
出
ゼ
ロ
に
向
け
て

問
「（
仮
称
）
板
橋
区
地
球
温

暖
化
対
策
条
例
」
の
制
定
を
。

答
都
の
環
境
確
保
条
例
が
実
効

性
の
高
い
義
務
を
定
め
、
既
に
一

定
の
成
果
を
収
め
て
お
り
、
区
独

自
の
条
例
を
定
め
る
必
要
は
な
い
。

大
山
駅
前
の
ま
ち
づ
く
り
を
問
う

問
駅
前
広
場
の
用
地
折
衝
に
つ

い
て
、
丁
寧
な
説
明
を
。

答
関
係
権
利
者
に
つ
い
て
は
、

土
地
や
建
物
所
有
者
の
了
解
を
得

た
う
え
で
、
借
地
人
な
ど
と
の
話

し
合
い
を
進
め
て
い
く
。

予
算
執
行
の
効
率
性
を
問
う

問
財
政
運
営
指
針
に
お
け
る
予

算
執
行
の
考
え
方
は
。

答
事
業
実
施
に
あ
た
り
、
最
少

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る

よ
う
、
効
率
性
を
追
求
し
て
い
る
。

（
自
民
党
）

成
島
ゆ
か
り

佐
々
木
と
し
た
か

新
た
な
地
域
猫
施
策
を
問
う

問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
用
し
や

す
く
、
負
担
に
な
ら
な
い
配
慮
を
。

答
猫
の
情
報
を
外
部
に
提
供
し
、

可
能
な
限
り
短
期
間
で
新
し
い
飼

い
主
へ
の
譲
渡
を
め
ざ
す
。

高
島
平
駅
前
ト
イ
レ
の
改
善
を

問
高
島
平
駅
前
ト
イ
レ
を
気
持

ち
良
く
使
え
る
よ
う
に
改
善
を
。

答
利
用
環
境
の
向
上
に
努
め
な

が
ら
、
今
後
の
展
開
に
つ
な
げ
る
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
の
設
置
を

問
高
島
平
地
域
は
高
齢
者
が
多

く
、
夏
場
の
水
分
補
給
の
た
め
に

も
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
の
設

置
が
望
ま
れ
る
が
、
見
解
は
。

答
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
の
観

点
か
ら
、
積
極
的
に
導
入
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
。

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
を
問
う

問
気
軽
に
利
用
で
き
、
心
の
休

ま
る
居
場
所
を
設
置
す
る
な
ど
、

本
人
と
と
も
に
家
族
へ
の
支
援
を
。

答
他
自
治
体
も
参
考
に
家
族
支

援
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
総
合
的

な
支
援
体
制
の
構
築
に
取
り
組
む
。

産
後
ケ
ア
に
民
間
の
力
の
活
用
を

問
民
間
の
力
を
活
用
し
た
産
後

ケ
ア
が
重
要
と
考
え
る
。
見
解
は
。

答
専
門
性
や
機
動
力
を
有
す
る

民
間
団
体
の
力
も
活
用
し
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

（
公
明
党
）

し
ば
佳
代
子

公
園
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
問
う

問
和
式
便
器
し
か
な
い
公
園
ト

イ
レ
が
約
100
か
所
あ
る
が
、
洋
式

化
計
画
の
今
後
の
見
通
し
は
。

答
平
成
28
年
度
か
ら
の
10
か
年

で
51
か
所
の
ト
イ
レ
を
改
修
す
る

計
画
の
ほ
か
、
単
独
の
洋
式
化
を
、

基
本
的
に
は
毎
年
4
基
程
度
実
施

し
て
い
く
。
4
年
度
は
計
9
か
所

実
施
す
る
予
定
。

都
立
公
園
へ
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

場
設
置
に
つ
い
て
問
う

問
都
に
対
し
て
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
専
用
ス
ペ
ー
ス
を
区
内
及
び
近

隣
自
治
体
の
都
立
公
園
に
確
保
す

る
よ
う
求
め
る
べ
き
。

答
4
年
度
の
都
の
予
算
で
、
整

備
を
推
進
す
る
経
費
が
つ
く
と
聞

い
て
い
る
。
区
内
の
都
立
公
園
に

も
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
の
要
望

を
、
折
を
見
て
都
に
伝
え
る
。

区
内
で
開
催
さ
れ
る
フ
ー
ド
バ
ン

ク
事
業
の
情
報
発
信
を
問
う

問
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
発
信
す

る
と
と
も
に
、
お
知
ら
せ
を
公
共

施
設
に
掲
示
し
て
は
。

答
区
か
ら
の
情
報
発
信
を
要
望

す
る
事
業
者
が
い
た
場
合
は
、
一

定
の
条
件
に
つ
い
て
整
理
を
行
い
、

対
応
で
き
る
か
検
討
し
て
い
く
。

（
共
産
党
）

教
員
の
働
き
方
に
つ
い
て
問
う

問
時
間
外
勤
務
手
当
や
休
日
勤

務
手
当
は
支
給
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置

法
に
は
支
給
し
な
い
と
の
明
文
規

定
が
あ
る
。
一
方
で
、
教
職
調
整

額
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
あ
り
、
給
料
月
額
の
100
分
の
4

相
当
額
が
毎
月
支
給
さ
れ
て
い
る
。

問
教
職
調
整
額
は
時
間
に
す
る

と
一
月
あ
た
り
何
時
間
に
な
る
か
。

答
昭
和
41
年
の
全
国
的
な
教
員

の
勤
務
状
況
調
査
に
基
づ
き
、
教

職
調
整
額
を
算
定
し
て
お
り
、
一

月
あ
た
り
の
超
過
勤
務
時
間
は
7.2

時
間
と
な
る
。

問
区
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
授
業

の
準
備
時
間
が
足
り
な
い
と
い
う

声
が
あ
る
。
1
日
5
〜
6
コ
マ
授

業
を
し
、
45
分
休
憩
を
し
た
場
合
、

残
り
時
間
は
25
分
し
か
な
く
、
授

業
の
コ
マ
数
が
多
す
ぎ
る
の
で
は
。

答
か
つ
て
文
部
省
が
示
し
た
一

教
員
あ
た
り
の
標
準
指
導
時
数
と

か
い
離
は
な
い
と
認
識
。
特
別
区

教
育
長
会
は
、
都
教
育
委
員
会
に

対
し
て
、
授
業
時
数
の
増
加
に
対

応
し
、
教
職
員
定
数
の
配
当
基
準

を
見
直
す
こ
と
を
要
望
し
て
い
る

が
、
都
は
困
難
と
し
て
い
る
。

（
共
産
党
）

荒
川
な
お

小
林
お
と
み

子
育
て
支
援
事
業
を
問
う

問
両
親
学
級
へ
オ
ン
ラ
イ
ン
講

座
を
導
入
し
た
理
由
は
。
ま
た
、

ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
の
か
。

答
従
来
の
方
法
で
は
、
密
状
態

の
解
消
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
講
座
を
導
入
し
た
。

参
加
者
は
ご
自
身
の
ス
マ
ホ
や
パ

ソ
コ
ン
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
く
。

問
子
育
て
ナ
ビ
ア
プ
リ
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
に
よ
っ
て
期
待
さ
れ
る

効
果
は
。

答
利
用
者
が
子
育
て
に
関
す
る

情
報
を
手
軽
に
取
得
で
き
、
子
育

て
へ
の
不
安
や
孤
立
の
解
消
、
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

渡
辺
よ
し
て
る

妊
産
婦
支
援
の
充
実
を
求
め
て

問
妊
婦
面
接
の
際
に
、
産
後
の

生
活
に
備
え
て
個
別
の
サ
ポ
ー
ト

プ
ラ
ン
を
作
成
す
べ
き
。

答
内
容
は
十
分
理
解
で
き
る
た

め
、
引
き
続
き
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
シ
ー
ト
を
工
夫
し
て
い
く
。

問
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
、
利
用

し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
へ
の
改
善
を
。

答
4
年
度
か
ら
受
付
業
務
を
一

つ
の
事
業
者
に
一
括
委
託
し
、
申

込
み
の
煩
雑
さ
の
解
消
を
図
る
。

（
無
所
属
の
会
）

子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
を

問
子
ど
も
が
権
利
の
主
体
で
あ

る
こ
と
を
明
確
に
位
置
付
け
る
子

ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
を
。

答
子
ど
も
の
権
利
を
保
障
す
る

仕
組
み
づ
く
り
や
周
知
・
啓
発
な

ど
、
様
々
な
手
段
に
取
り
組
む
。

（
社
民
党
）

積
極
的
な
財
政
運
営
を
求
め
て

問
激
動
の
時
代
に
お
い
て
、
財

政
調
整
基
金
へ
の
積
み
増
し
で
は

な
く
、
積
極
財
政
を
行
う
べ
き
。

答
コ
ロ
ナ
の
収
束
が
見
通
せ
ず
、

区
民
生
活
へ
の
影
響
も
想
定
さ
れ

る
た
め
、
補
正
予
算
の
編
成
を
含

め
積
極
的
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

ロ
シ
ア
語
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
で
の

区
民
対
応
を

問
区
の
各
種
窓
口
で
は
、
両
言

語
で
の
対
応
は
可
能
か
。

答
通
訳
・
翻
訳
者
が
少
な
く
、

事
前
予
約
が
必
要
と
な
る
場
合
も

あ
る
が
、「
東
京
都
多
言
語
相
談

ナ
ビ
」
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

区
の
窓
口
で
も
対
応
が
可
能
。

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

井
上
温
子

五
十
嵐
や
す
子

中
妻
じ
ょ
う
た

マ
ン
シ
ョ
ン
政
策
を
問
う

問
区
の
管
理
計
画
認
定
制
度
は

ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
。

答
区
独
自
の
基
準
と
し
て
「
自

治
会
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
が
あ
る
」
こ
と
な
ど
を
設
定
し
、

管
理
水
準
の
底
上
げ
な
ど
を
図
る
。

（
無
所
属
議
員
）

政
策
立
案
の
た
め
の
リ
サ
ー
チ
を

問
地
域
課
題
を
肌
で
感
じ
る
た

め
に
、
職
員
が
「
ま
ち
歩
き
」
す

る
こ
と
を
仕
組
み
化
す
べ
き
。

答
現
場
・
現
物
・
現
実
の
三
現

主
義
を
徹
底
し
、
他
自
治
体
の
事

例
の
有
用
な
部
分
は
取
り
入
れ
る
。

（
無
所
属
議
員
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
が
不
要
な
チ
ュ
ー

ナ
ー
レ
ス
テ
レ
ビ
の
導
入
を

問
避
難
所
用
の
テ
レ
ビ
に
は
、

チ
ュ
ー
ナ
ー
レ
ス
ス
マ
ー
ト
テ
レ

ビ
の
導
入
を
検
討
し
て
は
。

答
接
続
環
境
の
整
備
を
含
め
て
、

今
後
研
究
し
て
い
く
。

（
無
所
属
議
員
）

浸
水
区
域
に
あ
る
消
防
署
の
洪
水

対
応
を
問
う

問
志
村
消
防
署
の
洪
水
対
応
は
。

答
本
署
及
び
高
島
平
出
張
所
で

は
、
浸
水
区
域
外
へ
の
機
能
移
転

を
検
討
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
と

の
回
答
が
あ
っ
た
。

（
無
所
属
議
員
）

長
瀬
達
也

南
雲
由
子

こ
ん
ど
う
秀
人

高
山
し
ん
ご

令
和
4
年
度
予
算
に

対
す
る
総
括
質
問（
要
旨
）
3月16日、
17日、22日
予算審査
特別委員会

◆
総
括
質
問
の
全
文
（
会
議
録
）
は
、
5
月
下
旬
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
2
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
と
、
各
議
員
が
総
括
質
問
を
し
て
い
る

動
画
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

令和4年（２０２２年）４月２４日（４）い た ば し 区 議 会 だ よ り第200号



歳出予算の
構成比

福祉費
57.9%
福祉費
57.9%
福祉費
57.9%

教育費
11.7%
教育費
11.7%
教育費
11.7%

総務費
9.1%
総務費
9.1%
総務費
9.1%

土木費
8.6%

資源環境費
4.0%

衛生費
5.7%

公債費
1.1%

産業経済費
1.2%

議会費
0.4%

その他
0.3%

予算の概要と予算に対する討論（要旨）令和4年度

※かっこ内は対前年度比

●3年12月末時点で特別区交付金の大幅な増収
が判明していたにも関わらず、緊急財政対策を
見直さず、3年度末の積立基金残高の見込みが
前年度比で約100億円も積み上がるのは異常。
●基金への積立てが優先ではないと言うが、基
金が増え続けていることは事実。緊急財政方針
を見直し、区民生活への還元を検討すべき。
●区民には緊縮財政を強調する一方で、再開発

やまちづくりは聖域化しており、再開発関係経
費に関わる補助金は増額されている。
●大山駅付近の鉄道立体化と駅前広場の事業認
可による用地補償の積算で、今後かかる費用が
当初より82億円増加した。区負担分だけでも205
億円の税金投入が見込まれており、さらに膨れ
上がることを区は否定していない。身の丈にあ
った計画に改めるべき。

共 産 党

緊急財政方針を見直し、長引くコロナ禍で
疲弊した区民の暮らしを守る予算編成を

●保健所の体制強化や地域の重層的なネットワ
ークの整備を進め、必要な即応体制の確保を。
●気候変動問題では、エネルギー供給構造の変
革だけではなく、産業構造や地域のあり方など、
全般にわたる大変革に取り組むべき。
●すべての区民が生きがいを感じ、多様性が尊
重される地域社会を構築するため、ＮＰＯなど
への支援や国・都との連携強化を。

●首都直下地震や風水害への備えなど、引き続
き強い覚悟を持って防災・減災対策の実行を。
●ＧＩＧＡスクール構想の一人一台端末につい
ては、積極的な活用事例の共有を図り、家庭と
教職員の負担を減らすべき。
●ブランド戦略では、地域という物理的に距離
の近いコミュニティだけではなく、開かれたま
ちづくりを進めていくべき。

自 民 党

時代の変化に立ち向かい
区民の声に耳を傾け

未来を切り開いていく区政運営を

●新型コロナの影響の長期化による生活保護世
帯の増加に備え、必要な人員を配置し、「生活
保護は権利である」ことについて一層の周知を。
●深刻な問題を抱える区民に寄り添うには心身
ともにゆとりが必要。保育や教育、介護、福祉、
保健所などの現場職員の配置や処遇の改善を。
●会計年度任用職員の報酬時間単価の早急な改
善を求める。

●女性の管理職を増やし、女性の視点を取り入
れた施策の展開を。
●パートナーシップ制度の導入に向けた検討・
調整を進めることに期待。区民一人ひとりが、
ありのままの自分でいられる社会の実現を。
●コロナ禍で様々な苦しみや困難を抱える方が
多い中で、各地域の再開発事業を進めることは
疑問。区民に対し丁寧な説明を求める。

社 民 党

社会的弱者の視点に立ち、
コロナ禍で疲弊し、困難を抱える区民の
生命と暮らしを支える予算編成を

●子育て世代に対するオンライン相談の導入を
評価する。家事・育児支援を行う産後ドゥーラ
の派遣など、さらなる取組みを求める。
●高校3年生までの医療費無償化は、都の補助
制度を活用し、5年度からの実施を強く求める。
●24時間365日の相談受付体制を高齢者・障が
い者に拡大することを評価する。ひきこもり対
策を含め、包括的な支援体制の構築を。

●デジタル地域通貨の導入による地域経済活性
化の取組みを評価する。行政ポイントとの連携
など、相乗効果がさらに見込める事業展開を。
●ゼロカーボンシティ表明を評価する。その目
標や理念を広く区民に周知することを求める。
●荒川河川敷のにぎわい創出と水害対策を推進
する「板橋区かわまちづくり計画」に期待。個
別避難計画作成のスピードアップを求める。

公 明 党

安定的な財政基盤の確立に向け
迅速かつ果断な対応を

●区民生活が急速に悪化する可能性を踏まえ、
状況を注視し、機動的に補正予算を編成し、経
済政策への積極的な財政出動を行うべき。
●子ども家庭総合支援センターの開設について
は、寄り添い合い型の支援から介入まで一貫し
た支援体制の構築は重要であり、評価する。
●区立保育園への保育業務支援システム導入は、
保護者と保育園双方の利便性を高めるとともに、

保育の質の向上が図られるため評価する。
●いたばし子育てナビアプリのリニューアルは、
オンライン相談や動画配信、児童館などの事業
の予約機能を新たに追加するなど、子育て世帯
へのサポート拡充を高く評価する。
●区制施行90周年記念事業を中心として、だれ
一人取り残さず、成長し続ける、暮らしやすい、
魅力あるまちの発展を求める。

民主クラブ

若者が夢を見て目を輝かせるような
「住みたくなるまち」の実現を求めて

2，297億9，000万円（4．0％増）一般会計

（5．8％増）

（2．6％増）

（8．4％増）

（66．7％増）

558億9，000万円

452億700万円

135億900万円

1億5，000万円

国民健康保険事業

介護保険事業

後期高齢者医療事業

東武東上線連続立体化事業

特

別

会

計

賛 成 予算修正動議

反 対 一般会計、4特別会計

賛 成 一般会計、4特別会計

反 対 予算修正動議

賛 成 予算修正動議

反 対 一般会計、4特別会計

賛 成 一般会計、4特別会計

反 対 予算修正動議

賛 成 一般会計、4特別会計

反 対 予算修正動議

第200号い た ば し 区 議 会 だ よ り（５）令和4年（２０２２年）４月２４日



今
後
の
財
政
見
通
し
を
問
う

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
を
は
じ
め
、
物
価
や
原
油
価
格

の
上
昇
な
ど
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
だ
が
、
今
後
の
財
政
見
通
し
は
。

答
各
種
の
経
済
指
標
を
注
視
し
、

感
染
症
対
策
を
含
め
た
今
後
の
財

政
運
営
に
万
全
を
尽
く
し
て
い
く
。

手
話
相
談
員
の
配
置
格
差
解
消
を

問
福
祉
事
務
所
3
所
の
う
ち
、

赤
塚
福
祉
事
務
所
は
火
曜
日
と
木

曜
日
し
か
相
談
員
を
配
置
し
て
い

な
い
。
格
差
を
解
消
す
べ
き
。

答
福
祉
事
務
所
3
所
の
相
談
状

況
を
見
な
が
ら
、
相
談
者
の
不
便

を
解
消
す
る
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

く
ほ
か
、
増
員
に
つ
い
て
も
、
引

き
続
き
要
求
し
て
い
く
。

大
山
の
ま
ち
づ
く
り
を
問
う

問
大
山
駅
の
駅
前
広
場
整
備
事

業
な
ど
に
よ
り
移
転
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
権
利
者
の
生
活
再
建
に
つ

い
て
、
区
の
見
解
は
。

答
関
係
権
利
者
の
生
活
再
建
に

関
す
る
意
向
に
十
分
配
慮
し
、
可

能
な
限
り
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

部
活
動
改
革
に
つ
い
て
問
う

問
教
員
の
負
担
減
や
部
活
動
の

地
域
移
行
な
ど
、
部
活
動
改
革
の

今
後
の
進
め
方
は
。

答
改
革
が
単
な
る
負
担
の
た
ら

い
回
し
に
な
る
の
で
は
な
く
、
関

係
者
全
員
で
効
果
と
納
得
感
を
共

有
し
、
皆
が
進
ん
で
一
定
の
役
割

を
担
う
こ
と
を
買
っ
て
出
る
よ
う

な
活
気
あ
ふ
れ
る
も
の
と
し
た
い
。

（
自
民
党
）

し
の
だ
つ
よ
し

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
問
う

問
小
児
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
は
、
努
力
義
務
が
適
用
さ

れ
な
い
こ
と
を
医
師
が
説
明
の
う

え
、
接
種
希
望
を
確
認
す
べ
き
。

答
接
種
の
際
に
重
ね
て
丁
寧
な

説
明
を
行
い
、
安
心
し
て
接
種
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
医
療
機
関
と
連

携
し
て
い
く
。

問
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

き
め
細
か
な
中
小
企
業
支
援
を
。

答
4
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
／
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
に
取
り
組

む
事
業
者
な
ど
へ
の
支
援
で
は
、

専
門
家
派
遣
を
含
め
た
伴
奏
型
の

事
業
ス
キ
ー
ム
を
考
え
て
い
る
。

問
感
染
拡
大
に
伴
う
小
・
中
学

校
の
宿
泊
行
事
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料

は
3
年
度
も
公
費
で
負
担
す
べ
き
。

答
公
費
で
対
応
で
き
る
よ
う
10

号
補
正
予
算
に
経
費
を
計
上
し
た
。

富
士
見
台
小
の
通
学
路
の
安
全
強

化
を
求
め
て

問
「
け
や
き
の
公
園
」
角
の
交

差
点
に
学
童
擁
護
員
の
配
置
を
。

答
4
年
度
に
学
童
擁
護
員
を
1

名
配
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
公
明
党
）

無
症
状
者
の
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

問
区
と
し
て
検
討
す
べ
き
。

答
医
師
が
必
要
と
判
断
し
た
方

な
ど
が
、
検
査
を
受
け
ら
れ
る
体

制
の
確
保
が
最
も
重
要
で
あ
る
。

火
災
の
被
災
者
に
渡
し
て
い
る
案

内
チ
ラ
シ
の
掲
載
内
容
を
問
う

問
福
祉
事
務
所
の
連
絡
先
を
掲

載
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
火
災
が
原
因
で
生
活
困
窮
に

な
る
か
の
判
断
が
難
し
く
、
掲
載

し
て
い
な
い
。
必
要
な
方
に
支
援

が
届
く
よ
う
調
整
を
進
め
て
い
く
。

上
板
橋
駅
南
口
地
区
再
開
発
の
商

店
街
へ
の
影
響
を
問
う

問
か
み
い
た
南
未
来
会
議
で
は
、

歩
行
者
が
2
〜
3
割
程
度
減
少
す

る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
が
、
売
上

げ
へ
の
影
響
に
つ
い
て
見
解
は
。

答
現
段
階
で
は
想
定
で
き
な
い

が
、
よ
り
安
全
に
商
店
街
を
利
用

で
き
る
歩
行
者
空
間
を
作
り
、
新

た
な
居
住
者
の
増
な
ど
に
よ
り
、

に
ぎ
わ
い
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

（
共
産
党
）

鈴
木
こ
う
す
け

山
田
ひ
で
き

オオ
ーー
ププ
ンン
デデ
ーー
タタ
化化
のの
推推
進進
をを

問
デ
ー
タ
を
検
索
し
分
析
で
き

る
よ
う
、
予
算
・
決
算
書
を
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
と
し
て
公
開
す
べ
き
。

答
内
容
や
使
い
や
す
さ
な
ど
を

考
慮
し
、
先
行
自
治
体
の
調
査
を

進
め
、
幅
広
く
活
用
さ
れ
る
デ
ー

タ
の
公
開
に
向
け
検
討
す
る
。

ププ
ロロ
ググ
ララ
ミミ
ンン
ググ
教教
育育
をを
問問
うう

問
児
童
・
生
徒
の
学
習
用
端
末

に
は
利
用
制
限
が
あ
る
が
、
教
育

効
果
の
高
い
ソ
フ
ト
を
自
由
に
使

え
る
よ
う
設
定
す
べ
き
。

答
ソ
フ
ト
や
ア
プ
リ
を
確
認
し
、

必
要
か
つ
対
応
可
能
と
認
め
ら
れ

る
も
の
は
柔
軟
に
対
応
す
る
。

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

区区
民民
のの
声声
をを
取取
りり
入入
れれ
、、
高高
齢齢
者者

紙紙
おお
むむ
つつ
等等
支支
給給
事事
業業
のの
改改
善善
をを

問
カ
タ
ロ
グ
式
と
な
り
、
お
む

つ
を
選
べ
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
一

方
、
ポ
イ
ン
ト
制
に
は
課
題
も
あ

る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
利
用
者

の
意
見
を
取
り
入
れ
、
改
善
を
。

答
運
用
方
法
は
検
討
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。
引
き
続
き
ニ
ー
ズ

を
精
査
し
、
事
業
の
充
実
を
図
る
。

（
無
所
属
の
会
）

中
妻
じ
ょ
う
た

し
い
な
ひ
ろ
み

都都
立立
高高
校校
入入
試試
のの
英英
語語
スス
ピピ
ーー
キキ

ンン
ググ
テテ
スス
トト
導導
入入
へへ
のの
対対
応応
をを

問
少
人
数
ク
ラ
ス
で
の
授
業
な

ど
学
力
向
上
に
向
け
た
取
組
み
を
。

答
き
め
細
か
な
指
導
を
進
め
る
。

（
社
民
党
）

マ
ン
シ
ョ
ン
の
相
談
体
制
を
問
う

問
建
替
え
や
老
朽
化
に
伴
う
売

却
な
ど
の
相
談
体
制
は
。

答
区
や
都
の
窓
口
で
、
売
却
も

含
め
ア
ド
バ
イ
ス
が
可
能
で
あ
る
。

（
無
所
属
議
員
）

空空
きき
家家
活活
用用
事事
業業
のの
検検
討討
をを
問問
うう

問
戸
建
て
を
市
民
活
動
な
ど
と

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
制
度
の
検
討
を
。

答
活
用
可
能
な
空
き
家
が
少
な

く
現
時
点
で
は
想
定
し
て
い
な
い
。

（
無
所
属
議
員
）

小小
・・
中中
学学
生生
にに
配配
付付
ささ
れれ
てて
いい
るる

タタ
ブブ
レレ
ッッ
トト
端端
末末
にに
つつ
いい
てて
問問
うう

問
保
護
者
の
意
見
や
要
望
は
。

答
端
末
の
重
さ
や
利
用
制
限
に

関
す
る
も
の
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
無
所
属
議
員
）

避
難
所
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
混
雑

可
視
化
に
つ
い
て
問
う

問
有
効
性
に
対
す
る
見
解
は
。

答
3
密
回
避
の
目
安
と
な
り
、

非
常
に
有
効
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

（
無
所
属
議
員
）

五
十
嵐
や
す
子

長
瀬
達
也

南
雲
由
子

こ
ん
ど
う
秀
人

高
山
し
ん
ご

令
和
3
年
度
補
正
予
算
に

対
す
る
総
括
質
問（
要
旨
）

2月28日
予算審査
特別委員会

◆
総
括
質
問
の
全
文
（
会
議
録
）
は
、
5
月
下
旬
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
2
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
と
、
各
議
員
が
総
括
質
問
を
し
て
い
る

動
画
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

◆議案の内容や議員ごとの態度はホームページに掲載しています。
◆会議録は５月下旬にホームページや区議会事務局、図書館、区政資料室で閲覧できます。第1回臨時会及び第1回定例会の審議結果

■全会一致となった議案・陳情と審議結果
結果

原案
可決

可決

不採択

件名
令和３年度一般会計補正予算（第９号）／組織条例の一部を改正する条例／公益的法人等への板橋区職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例／職員の勤務時間、休日、休暇等
に関する条例の一部を改正する条例／職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例／区立シニア学習プラザ条例の一部を改正する条例／子ども家庭総合支援センター条例／
児童福祉審議会条例／小児慢性特定疾病審査会条例／児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例／指定障害児通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関する基準を定
める条例／指定障害児入所施設の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例／幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運営に関する基準を定める条例／幼保連携
型認定こども園以外の認定こども園の認定の要件を定める条例／区立保育所条例の一部を改正する条例／区立児童館条例の一部を改正する条例／特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例／公共溝渠管理条例の一部を改正する条例／道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例／自転車等の駐車場の整備
及び放置の防止に関する条例の一部を改正する条例／幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例／手数料条例の一部を改正する条例
児童自立支援施設に係る事務の委託について／東京都後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約
対外的情報省を設立し、横田空域の返還を求める意見書を防衛省に提出する事に関する陳情／対外的情報省の設立を求める意見書を板橋区議会は内閣府に提出することに関す
る陳情／政府に軽減（複数）税率制度の撤回を求める意見書の提出に関する陳情

予算
・
条例

その他

陳情

区
長
提
出
議
案

■意見が異なった議案、請願・陳情に対する各会派の態度 ○＝賛成、×＝反対、退＝退席

結果

原案
可決

否決

不採択
採択

不採択

【令和４年第１回定例会で付託され継続審査となった陳情】東武東上線（北池袋～成増駅）の全駅にホームドア設置を板橋区として東武鉄道株式会社に強く要望するよう求める陳情

会派名など（かっこ内は所属議員数。自民党は議長を除く数）
無所属議員

（左から氏名の５０音順）
（１）

〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇
×
×
×
〇

〇

×

〇
〇
×
〇
×

×

〇

（１）

〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇
×
×
×
×

×

×

×
×
×
×
×

×

×

（１）

〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇
×
×
×
×

×

×

×
×
×
×
×

×

×

（１）

〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇
×
×
〇
×

×

×

×
×
×
〇
〇

×

×

社民党

（１）

×

×

〇

×
×
〇
×
〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇

無所属
の会
（２）

〇

〇１ ×１

〇

〇１ ×１
〇
〇

〇１ ×１
〇１ ×１
〇１ ×１
〇
〇

×

〇

〇
〇
×
×
×

×

〇

民主
クラブ
（４）

〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇
×
×
×

×２ 退２

×２ 退２

×

〇
×
×

×２ 退２
×２ 退２

×２ 退２

×２ 退２

共産党

（９）

×

×

×

×
×
×
×
〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇

公明党

（１０）

〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇
×
×
×
〇

×

×

×
×
×
×
×

×

×

自民党

（１５）

〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇
×
×
×
×

×

×

×
×
×
×
×

×

×

件名

一般会計予算／国民健康保険事業特別会計予算／介護保険事業特別会計予算／後期高
齢者医療事業特別会計予算
東武東上線連続立体化事業特別会計予算
一般会計補正予算（第１０号）／国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）／介護保険
事業特別会計補正予算（第２号）／後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）／東
武東上線連続立体化事業特別会計補正予算（第１号）

区立公園条例の一部を改正する条例
職員定数条例の一部を改正する条例
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
国民健康保険条例の一部を改正する条例
令和４年度一般会計予算に対する修正動議
国民健康保険条例の一部を改正する条例
PTAとの業務委託契約に関わるガイドライン策定に関する請願
日本政府に核兵器禁止条約第１回締約国会議に参加することを求める陳情
ICAN CITIES APPEALに板橋区も賛同する旨日本の内外に明示することで、核兵器違法化の国際規範確立に必要な世論形成
に貢献すると共に、核兵器禁止条約締約国会議に日本が今後オブザーバー参加するよう板橋区として日本政府に促すことを求
める陳情／政府に新型コロナ関連給付金等に課税しないことを求める意見書の提出に関する陳情／東京都に新型コロナ関連協
力金等に課税しないことを求める意見書の提出に関する陳情／核兵器廃絶国際キャンペーンICAN（アイキャン）が呼び掛けてい
る「ICAN Cities Appeal」に板橋区の名を連ね、平和宣言都市として「核兵器廃絶」の意思を広く世界に示すことを求める陳情
羽田空港新ルート運用の一時凍結を求める陳情／羽田新飛行ルートの再考を求める陳情／住民
の安全・安心な生活を守るために、羽田空港の機能強化による都心低空飛行ルート運用の一時
凍結および航空事故を想定した防災体制の敷設を求める陳情
ひきこもり支援センターの設置に関する陳情
地域センターを核にした地域コミュニティづくりに関わる陳情
後期高齢者医療費負担軽減を求める意見書提出の陳情
政府に「適格請求書」（インボイス）制度の延期を求める意見書の提出に関する陳情
政府に消費税率の引き下げを求める意見書の提出に関する陳情
区の独自事業として実施された新型コロナ関連支援金等に課税しないことを求める陳情／政府
に所得税法第56条廃止を求める意見書の提出に関する陳情
沖縄戦戦没者の遺骨を含む可能性のある土砂を埋め立て等に使用せず、戦没者のご遺族の心情に鑑み
積極的に遺骨収集を推進させる意見書を、日本政府および国会に対して提出することを求める陳情

４年度

３年度

予
算

条
例

予算
条例

請願

陳
情

区
長
提
出
議
案

議員
提出
議案

令和4年（２０２２年）４月２４日（６）い た ば し 区 議 会 だ よ り第200号



自民党

田中やすのり

自民党

杉田ひろし

公明党

さかまき常行

共産党

山内えり

◆
質
問
と
答
弁
は
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
一
般
質
問
の
全
文
（
会
議
録
）
は
、
5
月
下
旬
に

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
2
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
と
、
各
議
員
が
一
般
質
問
を
し
て
い
る

動
画
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

長
期
的
な
未
来
予
測
に
基
づ
く
区

政
運
営
を

【
質

問
】
2
0
5
0
年
の
あ
る

べ
き
姿
を
描
き
、
実
現
の
た
め
に

逆
算
し
て
何
を
す
べ
き
か
を
考
え

る
区
政
運
営
が
必
要
。
見
解
は
。

【
区

長
】
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
2

0
4
5
年
、
公
共
施
設
等
ベ
ー
ス

プ
ラ
ン
は
2
0
5
5
年
ま
で
を
見

通
し
、
基
本
計
画
な
ど
の
総
合
計

画
を
策
定
し
て
い
る
。
今
後
も
、

長
期
的
な
将
来
予
測
を
し
な
が
ら
、

あ
る
べ
き
姿
を
検
討
し
て
い
く
。

ナ
ッ
ジ
・
ユ
ニ
ッ
ト
の
設
置
を

【
質

問
】
自
発
的
に
よ
り
良
い

選
択
を
と
れ
る
よ
う
手
助
け
す
る

ナ
ッ
ジ
施
策
の
知
見
を
集
約
し
、

各
部
署
か
ら
の
相
談
を
受
け
、
ナ

ッ
ジ
の
推
進
を
図
る
ナ
ッ
ジ
・
ユ

ニ
ッ
ト
を
設
置
す
べ
き
。

【
区

長
】
優
良
事
業
等
報
償
制

度
の
対
象
項
目
に
「
ナ
ッ
ジ
を
効

果
的
に
活
用
し
た
も
の
」
を
加
え
、

全
庁
的
な
活
用
促
進
に
つ
な
げ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
3
回
目

接
種
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
現
状
を
踏
ま
え
、
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
見
解
は
。

【
区

長
】
区
内
医
療
機
関
の
協

力
も
あ
り
、
国
や
都
の
平
均
を
上

回
る
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
い
る
。
今

後
も
、
わ
か
り
や
す
い
情
報
発
信

に
努
め
、
希
望
す
る
す
べ
て
の
区

民
が
速
や
か
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
て
い
く
。

富
士
山
噴
火
時
へ
の
備
え
を
問
う

【
質

問
】
国
の
報
告
で
は
、
富

士
山
噴
火
時
の
広
域
降
灰
の
影
響

や
対
策
の
留
意
事
項
が
示
さ
れ
て

い
る
。
区
と
し
て
も
今
後
の
備
え

に
つ
い
て
検
討
を
始
め
る
べ
き
。

【
区

長
】
降
灰
対
策
は
国
や
都

と
連
携
し
た
広
域
的
な
対
応
が
必

須
で
あ
る
。
ま
ず
は
区
と
し
て
、

噴
火
の
可
能
性
や
影
響
に
関
す
る

区
民
へ
の
周
知
方
法
や
職
員
参
集

の
基
準
な
ど
、
基
本
的
な
考
え
方

を
整
理
し
て
い
く
。

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
配
置
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
4
年
4
月
の
開
設
に

向
け
、
必
要
な
人
員
は
全
職
種
で

配
置
で
き
て
い
る
か
。

【
区

長
】
児
童
福
祉
法
や
児
童

相
談
所
運
営
指
針
な
ど
に
定
め
ら

れ
て
い
る
基
準
を
満
た
す
職
員
を

配
置
す
る
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
高
校
生

へ
の
拡
大
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
都
は
4
年
度
予
算
に

シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
を
計
上
し
た

が
、
区
の
予
算
案
に
は
計
上
さ
れ

て
い
な
い
。
今
後
の
区
の
方
針
は
。

【
区

長
】
都
は
財
源
負
担
割
合

を
含
め
た
制
度
の
具
体
的
な
内
容

に
つ
い
て
、
区
市
町
村
と
調
整
を

図
る
と
し
て
お
り
、
今
後
の
協
議

を
踏
ま
え
、
方
向
性
を
検
討
す
る
。

成
増
駅
周
辺
の
喫
煙
所
を
問
う

【
質

問
】
受
動
喫
煙
防
止
対
策

の
た
め
、
コ
ン
テ
ナ
型
喫
煙
所
の

設
置
を
求
め
る
。
見
解
は
。

【
区

長
】
歩
行
者
動
線
の
確
保

な
ど
の
課
題
が
多
く
、
適
切
な
用

地
を
得
る
に
至
っ
て
い
な
い
状
況
。

引
き
続
き
、
設
置
に
向
け
た
必
要

な
方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
発
達
障
が
い
者
支
援

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
効
果
的
な

支
援
の
実
施
を
。

【
区

長
】
発
達
障
が
い
者
支
援

セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
専
門

機
関
と
連
携
し
、
総
合
的
な
支
援

を
行
っ
て
い
く
。

【
質

問
】
4
年
度
予
算
案
に
ひ

き
こ
も
り
支
援
の
強
化
を
打
ち
出

し
た
区
長
の
決
意
は
。

【
区

長
】
当
事
者
や
そ
の
家
族

へ
の
支
援
は
、
身
近
な
相
談
窓
口

で
あ
る
区
が
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
必

要
が
あ
り
、
早
期
に
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
。

発
達
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の

相
談
待
機
者
の
解
消
を

【
質

問
】
ひ
き
こ
も
り
の
相
談

窓
口
を
福
祉
部
に
設
置
し
、
発
達

障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を
発
達

障
が
い
の
相
談
窓
口
に
特
化
す
る

こ
と
で
、
初
回
面
接
が
最
長
2
か

月
待
ち
の
現
状
を
解
消
す
べ
き
。

【
区

長
】
セ
ン
タ
ー
の
人
員
増

に
よ
る
体
制
の
強
化
や
相
談
体
制

の
工
夫
に
よ
り
、
相
談
待
機
者
の

解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
発
達
障

が
い
を
取
り
巻
く
全
体
像
を
捉
え
、

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

重
度
知
的
障
が
い
者
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
整
備
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
の

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

整
備
に
あ
た
り
、
行
動
障
が
い
の

あ
る
重
度
知
的
障
が
い
者
の
受
入

れ
に
向
け
た
進
捗
状
況
は
。

【
区

長
】
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で

重
度
重
複
障
が
い
者
や
、
強
度
行

動
障
が
い
の
あ
る
方
の
受
入
れ
を

検
討
し
て
お
り
、
実
現
に
向
け
事

業
者
と
の
協
議
を
進
め
て
い
く
。

板
橋
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
（
ｉ
Ｃ
Ｓ
）
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
2
年
度
か
ら
ｉ
Ｃ
Ｓ

を
本
格
導
入
し
た
こ
と
に
よ
る
成

果
に
つ
い
て
伺
う
。

【
教
育
長
】
各
校
で
独
自
の
取
組

み
が
始
ま
っ
て
お
り
、
子
ど
も
食

堂
の
実
施
や
、
学
習
を
定
着
さ
せ

る
サ
ポ
ー
ト
の
場
と
な
る
放
課
後

学
習
教
室
の
実
施
と
い
っ
た
成
果

が
具
現
化
し
て
い
る
。

い
た
ば
し
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
絵
本
館
の

施
策
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
絵
本
館
の
取
組
み
の

充
実
に
つ
い
て
、
今
後
の
展
望
は
。

【
教
育
長
】
区
の
重
点
施
策
で
あ

る
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
「
絵
本
の
ま
ち

板
橋
」
の
発
信
拠
点
と
な
り
、
絵

本
の
魅
力
を
わ
か
り
や
す
く
届
け
、

地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

史
跡
公
園
の
周
知
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
多
く
の
区
民
が
史
跡

公
園
に
興
味
を
持
ち
、
理
解
す
る

こ
と
が
必
要
。
現
在
の
取
組
み
は
。

【
教
育
長
】
国
史
跡
指
定
を
受
け

た
平
成
29
年
か
ら
毎
年
、
史
跡
公

園
を
公
開
し
、
周
知
し
て
き
た
。

今
後
も
、
産
・
学
・
官
が
連
携
し
、

区
の
産
業
発
展
の
歴
史
の
地
と
し

て
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
難
病
対
策
地
域

協
議
会
の
設
置
、
慢
性
閉
塞
性
肺

疾
患
患
者
へ
の
携
帯
型
パ
ル
ス
オ

キ
シ
メ
ー
タ
ー
の
支
給
、
区
立
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
民
営
化
方

針
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

財
政
運
営
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
法
人
住
民
税
の
一
部

国
税
化
の
影
響
が
3
年
度
以
降
常

態
化
し
て
い
く
が
、
今
後
の
影
響

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

【
区

長
】
4
年
度
の
区
の
影
響

額
は
87
億
円
に
拡
大
す
る
見
込
み
。

今
後
も
、
地
方
固
有
の
財
源
を
不

当
に
収
奪
す
る
税
制
改
正
を
改
め

る
よ
う
国
に
強
く
要
請
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
問
う

【
質

問
】
最
新
情
報
を
早
く
正

確
に
、
必
要
な
人
に
届
け
る
た
め
、

プ
ッ
シ
ュ
機
能
を
持
っ
た
ツ
ー
ル

を
活
用
し
、
積
極
的
な
発
信
を
。

【
区

長
】
よ
り
多
く
の
方
が
情

報
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
内
容
に
応

じ
て
プ
ッ
シ
ュ
機
能
を
有
す
る
ツ

イ
ッ
タ
ー
な
ど
を
活
用
し
た
発
信

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

学
び
を
止
め
な
い
対
応
を
求
め
て

【
質

問
】
小
・
中
学
生
に
配
付

し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
不

具
合
が
あ
り
、
今
般
、
メ
ー
カ
ー

が
自
主
点
検
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
同
様
の
障
害
は
今
後
も

あ
り
得
る
が
、
こ
う
し
た
リ
ス
ク

を
踏
ま
え
た
今
後
の
対
応
は
。

【
教
育
長
】
家
庭
に
あ
る
端
末
の

活
用
や
臨
時
的
な
環
境
整
備
を
は

じ
め
と
す
る
具
体
的
な
対
応
に
つ

い
て
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
3
年
度
の
情
報
シ
ス

テ
ム
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
検
討
支
援
の
実

績
と
成
果
は
。

【
区

長
】
10
業
務
を
選
定
し
、

業
務
フ
ロ
ー
を
見
直
す
と
と
も
に
、

業
務
改
善
の
提
案
な
ど
を
進
め
て

お
り
、
各
課
で
の
業
務
改
善
検
討

が
効
率
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

行
政
ポ
イ
ン
ト
と
デ
ジ
タ
ル
地
域

通
貨
の
連
携
を

【
質

問
】
区
が
指
定
す
る
事
業

に
参
加
し
た
方
に
付
与
す
る
行
政

ポ
イ
ン
ト
を
、
デ
ジ
タ
ル
地
域
通

貨
で
付
与
す
る
こ
と
を
提
案
す
る

が
、
見
解
は
。

【
区

長
】
現
在
実
施
し
て
い
る

い
た
ば
し
環
境
ア
ク
シ
ョ
ン
ポ
イ

ン
ト
事
業
で
付
与
さ
れ
た
ポ
イ
ン

ト
は
、
区
内
共
通
商
品
券
と
交
換

が
可
能
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
地
域

通
貨
へ
の
交
換
も
検
討
し
て
い
く
。

高
校
生
の
医
療
費
無
償
化
の
実
現

を
求
め
て

【
質

問
】
都
が
4
年
度
予
算
に

各
自
治
体
の
準
備
経
費
を
計
上
し

た
が
、
高
校
生
の
医
療
費
無
償
化

に
向
け
た
区
の
見
解
は
。

【
区

長
】
都
は
制
度
の
具
体
的

な
内
容
に
つ
い
て
、
区
市
町
村
と

調
整
を
図
る
と
し
て
い
る
た
め
、

今
後
の
協
議
を
踏
ま
え
、
方
向
性

を
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
・
子
育
て
分
野
を
含
め
た

包
括
ケ
ア
の
構
築
を

【
質

問
】
児
童
館
を
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
活
動
の
拠
点
と
定
め
、
子
ど

も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
中
心

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ

と
が
有
効
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

【
区

長
】
地
域
保
健
福
祉
計
画

で
掲
げ
る
「
板
橋
区
版
包
括
的
な

相
談
支
援
体
制
」
の
構
築
に
お
い

て
、
子
ど
も
子
育
て
分
野
の
相
談

支
援
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

ひ
き
こ
も
り
施
策
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
福
祉
部
に
ひ
き
こ
も

り
対
策
担
当
係
長
が
設
置
さ
れ
る

が
、
今
後
の
取
組
み
は
。

【
区

長
】
実
態
調
査
に
よ
る
支

援
ニ
ー
ズ
の
把
握
の
ほ
か
、
関
係

機
関
と
の
連
携
・
調
整
を
行
い
、

孤
立
化
を
防
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
す
る
。

板
橋
駅
前
広
場
の
喫
煙
所
を
問
う

【
質

問
】
駅
前
広
場
に
設
置
さ

れ
た
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
の
喫

煙
所
の
将
来
的
な
方
向
性
は
。

【
区

長
】
現
行
の
喫
煙
場
所
は

暫
定
的
な
措
置
で
あ
り
、
密
閉
型

喫
煙
所
の
設
置
を
め
ざ
す
方
針
に

変
更
は
な
い
。
将
来
的
な
設
置
場

所
は
、
区
民
の
理
解
を
得
な
が
ら

検
討
を
進
め
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
区
民

の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に

【
質

問
】
第
5
波
で
の
経
験
を

踏
ま
え
、
第
6
波
に
向
け
て
ど
の

よ
う
な
対
策
を
講
じ
た
か
。

【
区

長
】
業
務
の
効
率
化
や
、

患
者
発
生
数
を
指
標
と
し
た
全
庁

的
な
保
健
所
支
援
体
制
の
構
築
な

ど
を
行
っ
た
。
急
速
な
感
染
拡
大

は
区
の
想
定
を
超
え
て
い
る
が
、

迅
速
に
体
制
強
化
を
行
っ
て
い
る
。

都
立
・
公
社
病
院
の
地
方
独
立
行

政
法
人
化
の
中
止
を
求
め
て

【
質

問
】
法
人
化
に
よ
り
、
医

療
従
事
者
の
退
職
希
望
者
が
多
い

と
聞
く
が
、
医
師
不
足
な
ど
で
、

病
棟
や
診
療
閉
鎖
の
可
能
性
は
。

【
区

長
】
医
療
現
場
の
実
情
に

応
じ
た
勤
務
制
度
な
ど
の
仕
組
み

の
構
築
に
よ
り
、
機
動
的
な
医
療

人
材
確
保
が
可
能
と
な
る
た
め
、

病
棟
閉
鎖
や
診
療
閉
鎖
は
生
じ
な

（
8
面
に
続
く
）

一
般
質
問
2月15日
本会議
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無所属の会

しいなひろみ

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

住
ま
い
の
安
定
と
確
保
を
求
め
て

【
質

問
】
福
祉
事
務
所
の
相
談

窓
口
を
土
日
祝
日
も
開
設
す
べ
き
。

【
区

長
】
土
日
祝
日
は
、
関
係

機
関
も
休
み
で
あ
り
、
宿
所
提
供

な
ど
の
支
援
が
難
し
い
た
め
、
区

単
独
で
は
問
題
解
決
や
支
援
は
困

難
で
あ
る
。
現
状
の
総
合
相
談
窓

口
の
周
知
に
取
り
組
み
、
相
談
者

に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
実
施
す
る
。

消
費
税
5
％
へ
の
減
税
を
求
め
て

【
質

問
】
減
税
を
求
め
る
区
民

の
声
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

【
区

長
】
コ
ロ
ナ
禍
は
、
区
民

生
活
に
対
し
て
計
り
知
れ
な
い
影

響
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
。
一
方
、
消
費
税
減
税
は
国

レ
ベ
ル
で
議
論
す
べ
き
と
考
え
る
。

高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料
の
引

下
げ
を
求
め
て

【
質

問
】
都
に
対
し
て
独
自
の

措
置
を
求
め
、
国
に
対
し
て
も
公

費
投
入
の
増
額
を
求
め
る
べ
き
。

【
区

長
】
特
別
区
長
会
で
は
、

3
年
12
月
に
都
及
び
国
に
対
し
、

特
例
的
な
財
政
措
置
を
強
く
求
め

る
緊
急
要
望
を
行
っ
た
。

ケ
ア
労
働
者
の
処
遇
改
善
を
問
う

【
質

問
】
3
％
相
当
の
賃
上
げ

に
よ
る
処
遇
改
善
を
十
分
と
考
え

る
の
か
。
ま
た
、
国
の
負
担
で
恒

久
的
に
行
う
よ
う
求
め
る
べ
き
。

【
区

長
】
賃
上
げ
は
、
経
済
対

策
と
し
て
一
定
の
効
果
が
あ
る
と

認
識
。
今
後
も
国
や
都
の
動
向
を

注
視
し
、
処
遇
改
善
の
内
容
に
つ

い
て
連
絡
が
あ
っ
た
際
は
、
事
業

者
へ
の
周
知
な
ど
を
適
切
に
行
う
。

大
山
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
問
う

【
質

問
】
都
施
行
の
鉄
道
付
属

街
路
第
1
〜
4
号
線
に
影
響
す
る

地
域
の
区
民
に
対
し
て
都
か
ら
の

説
明
が
な
い
こ
と
と
、
事
業
や
合

意
の
進
捗
に
つ
い
て
把
握
す
べ
き
。

【
区

長
】
都
は
説
明
会
や
測
量

の
立
会
い
時
な
ど
に
個
別
に
対
応

し
て
い
る
と
聞
く
。
事
業
な
ど
の

進
捗
は
、
都
が
責
任
を
も
っ
て
対

応
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

携
帯
電
話
基
地
局
設
置
時
の
住
民

説
明
の
ル
ー
ル
化
を
求
め
て

【
質

問
】
住
民
説
明
が
な
い
ま

ま
加
賀
二
丁
目
の
携
帯
電
話
基
地

局
が
設
置
さ
れ
た
の
は
問
題
。
他

自
治
体
を
参
考
に
、
条
例
で
住
民

説
明
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
べ
き
。

【
区

長
】
高
さ
15
ｍ
以
下
の
携

帯
電
話
基
地
局
を
建
物
の
屋
上
に

設
置
す
る
場
合
、
確
認
申
請
は
不

要
な
た
め
、
区
が
把
握
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
住
民
説

明
を
ル
ー
ル
化
す
る
考
え
は
な
い
。

※
以
上
の
ほ
か
、
日
米
地
位
協
定

見
直
し
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

（
7
面
か
ら
続
く
）

区
民
の
声
を
取
り
入
れ
た
区
政
運

営
を
問
う

【
質

問
】
区
民
の
様
々
な
意
見

を
、
区
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り
入

れ
て
い
る
か
。

【
区

長
】
区
長
へ
の
手
紙
や
窓

口
応
対
な
ど
を
通
じ
、
日
常
的
に

区
民
の
意
見
を
伺
っ
て
い
る
ほ
か
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
で
、

機
会
を
捉
え
て
区
民
の
意
見
を
取

り
入
れ
て
い
る
。

【
質

問
】
史
跡
公
園
周
辺
に
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
整

備
を
求
め
る
区
民
の
意
見
に
つ
い

て
、
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

【
教
育
長
】
社
会
状
況
の
変
化
を

踏
ま
え
た
貴
重
な
意
見
と
認
識
し

て
い
る
。
今
後
も
意
見
を
聴
取
す

る
機
会
を
設
け
、
反
映
し
て
い
く
。

子
ど
も
と
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た

対
応
を
求
め
て

【
質

問
】
学
校
選
択
制
度
に
つ

い
て
、
感
覚
過
敏
な
ど
の
特
別
な

事
情
が
あ
る
場
合
も
希
望
校
を
選

択
で
き
る
よ
う
、
柔
軟
な
対
応
を
。

【
教
育
長
】
直
ち
に
制
度
を
変
更

す
る
考
え
は
な
い
が
、
現
在
の
制

度
を
有
効
に
活
用
し
、
学
習
環
境

を
整
え
、
安
全
で
安
心
な
学
校
生

活
が
送
れ
る
よ
う
運
用
し
て
い
く
。

【
質

問
】
就
学
相
談
に
つ
い
て
、

個
別
の
事
情
に
応
じ
、
寄
り
添
う

姿
勢
で
対
応
す
る
よ
う
改
善
を
。

【
教
育
長
】
保
護
者
の
心
情
に
耳

を
傾
け
る
姿
勢
を
徹
底
し
、
適
切

な
指
導
・
支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
、

一
層
の
丁
寧
な
対
応
に
努
め
る
。

※
以
上
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
質

問
が
あ
っ
た

携帯電話基地局史跡公園の弾道管

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の
無
料
配
付
を

【
質

問
】
要
介
護
高
齢
者
や
同

居
家
族
な
ど
へ
無
料
配
付
す
べ
き
。

【
区

長
】
キ
ッ
ト
の
不
足
の
た

め
、
既
存
の
検
査
体
制
を
活
用
し

て
い
た
だ
く
よ
う
周
知
に
努
め
る
。

迷
子
高
齢
者
の
保
護
事
業
を
問
う

【
質

問
】
必
要
性
を
提
言
し
た

身
元
不
明
者
等
緊
急
一
時
保
護
事

業
の
開
始
に
向
け
た
意
気
込
み
は
。

【
区

長
】
体
制
を
強
化
す
る
。

ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
の
活
用
を
求
め
て

【
質

問
】
高
齢
者
の
食
生
活
の

改
善
の
た
め
、
機
器
の
導
入
を
。

【
区

長
】
活
用
で
き
る
か
、
今

後
研
究
し
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
東
武
練
馬
駅
前

通
り
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
質
問

が
あ
っ
た

推定野菜摂取量を測定できる機器
「ベジチェック」（カゴメ株式会社提供）

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

板橋区議会基本条例の検証を行いました
板橋区議会では、議会基本条例の目的・原則などに則して議会運営が行われてい
るかどうかについて令和3年7月から12月にかけて検証を行いました。その結果、
概ね適切に運用されていることを確認しました。主な検証結果は以下のとおりで
す。検証結果の全文はホームページに掲載しています。

いたばし区議会だよりをスマホで！
各自治体の広報紙を閲覧できる無料アプリ「マチイロ」や多言語対応アプ
リ「カタログポケット」でもご覧いただけます。スマートフォンやタブレ
ットなどで、いつでもどこでも手軽に区議会だよりを読むことができます
ので、ぜひご利用ください。

多言語対応アプリ
「カタログポケット」

無料行政情報アプリ
「マチイロ」

●会議は原則として午前10時に開会予定です（議会運営委員会は午後1時から）。
開始日時は変更となる場合があります。

●手話通訳は希望日の7日前、一時保育は希望日の10日前、ヒアリングループ
（磁気誘導ループ）の利用（委員会室のみ）は希望日の3日前（土日祝日
を除く）までにお申し込みください。

●審査を希望される請願・陳情につきましては、5月25日（水）午後3時まで
にご提出ください。

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、傍聴はできる限りお控えください。
なお、本会議の様子は、インターネットでライブ中継及び録画配信を行い
ます。ホームページよりご覧ください。

iPhone用Android用iPhone用Android用

お知らせ（議員の所属会派に変更がありました）

令和4年3月31日付けで、井上温子議員は「無所属の会」から「無所属」に、しいなひろみ
議員は「無所属の会」から無所属議員になりました。

令和4年第2回臨時会の開会予定

5月16日（月） 告示

5月20日（金） 議会運営委員会

5月23日（月） 本会議

令和4年第2回定例会の開会予定

5月26日（木） 告示、議会運営委員会

6月3日（金）、6日（月） 本会議（一般質問）

6月8日（水） 企画総務委員会、区民環境委員会、健康
福祉委員会

6月9日（木） 都市建設委員会、文教児童委員会

6月14日（火） 議会運営委員会

6月15日（水） 自治体DX調査特別委員会、地域・経済
活性化調査特別委員会

6月16日（木） 災害対策調査特別委員会、インクルー
ジョン推進調査特別委員会

6月20日（月） 議会運営委員会

6月21日（火） 本会議（表決）

条文 検証内容 検証結果

第12条
議会報告会

議会報告会の
開催方法・回
数について

議会報告会については、多岐にわたる意見交換が行
われた結果、現行の条例の趣旨に則り開催していく
こととした。なお、議会報告会のさらなる深化のた
め、議会運営委員会を通して議論を深めていくこと
が望ましいという意見で一致した。

第17条
危機管理

大規模感染症
を含む災害時
の情報共有に
ついて

現行の条例の趣旨に則り適切に運用していくことと
し、感染症を含む災害時の対応については、議会運
営委員会において現状や課題などの検証を行ってい
くことが望ましいということで意見が一致した。

令和4年（２０２２年）４月２４日（８）い た ば し 区 議 会 だ よ り第200号


